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所
蔵
資
料
の
紹
介

――
明明
治治
初初
期期
のの
産産
業業
振振
興興
――  

 

明
治
政
府
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に
内
務
省
を
設
置
し
て
以
来
、

全
国
的
な
産
業
振
興
を
推
進
し
て
い
た
。 

［
資
料
一
］
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
二
月
、
内
務
省
勧
農
局
よ

り
宮
城
県
に
出
さ
れ
た
、
農
業
の
振
興
に
関
わ
る
調
査
依
頼
で
あ
る
。
「
農

業
の
振
興
に
は
、
農
業
に
熟
達
し
た
者
の
指
導
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
各

地
に
熟
練
者
は
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
い
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

熟
練
者
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
人
物
の
氏
名
な
ど
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
重
要
な
調
査
部
門
と
し
て
、
稼
穡

か
し
ょ
く

（
農
作
物
）・
牧
畜
・
開
墾
・
養
蚕
・
製
紙
・
製
茶
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

「
各
地
に
熟
練
者
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
起
業
す
る
際
に
有
益
だ
」
と
も
述
べ
、

産
業
振
興
に
お
け
る
人
材
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

明
治
初
期
の
宮
城
県
は
、
ま
だ
新
し
い
産
業
を
育
成
す
る
状
況
に
は
な

く
、
ま
ず
は
伝
統
的
な
米
作
を
中
心
と
す
る
農
業
の
振
興
が
重
視
さ
れ
た
。

中
で
も
、
山
間
部
で
の
産
業
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
藩
政
時
代
か
ら
実

績
が
あ
り
、
明
治
政
府
も
重
視
し
て
い
た
養
蚕
だ
っ
た
。 

 

明
治
十
年
三
月
、
宮
城
県
は
、
仙
台
区
大
町
一
丁
目
に
、
養
蚕
所
（
養
蚕

試
験
場
）
を
設
置
し
た
。
養
蚕
所
で
は
、
教
師
を
雇
い
、
士
族
平
民
を
問
わ

ず
県
内
各
地
か
ら
試
験
で
選
ば
れ
た
生
徒
に
、
無
償
で
養
蚕
全
般
の
知
識
・

技
術
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
［
資
料
二
］
か
ら
わ
か
る
。
（
受
験
資
格
は
、

①
身
体
剛
健
に
し
て
種
痘
を
し
た
者
、
②
満
二
十
才
以
上
四
十
才
以
下
の

者
、
③
品
行
方
正
で
蚕
業
を
特
に
志
す
者
、
と
あ
る
。
）
。
こ
の
後
、
養
蚕
所

の
人
材
育
成
と
と
も
に
、
宮
城
県
の
養
蚕
は
発
展
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ

る
。 

 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
、
日
本
の
生
糸
の
輸
出
量
は
、
中
国
を

抜
い
て
世
界
一
と
な
る
。
今
も
昔
も
、
産
業
振
興
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ

が
「
人
材
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。 

  



  

日
本
三
景
松
島
。
江
戸
初
期
の
儒
者
で
あ
る

林
鵞が

峯ほ
う

（
春
斎
）
が
そ
の
著
書
の
中
で
、
松
島
・

宮
島
・
天
橋
立
を
「
日
本
三
処
奇
観
」
と
称
し

た
こ
と
が
、
日
本
三
景
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以
降
の
混
乱
と
開

発
に
よ
っ
て
、
松
島
の
文
化
財
と
自
然
環
境
は

■ 展 示 資 料 ■

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

 
松島公園内ホテル及び巡航船経営に関する契約（明治４４年）

県は，北村重昌と，パークホテルとして使用する県有の土地建物及び

県が建造する松島湾内定期巡航船の貸借契約を結んだ。 

            

  
公

松島公園経営綱領（明治４２年） 

「行通ノ便ヲ開クコト」など，８項目からなっている。 

 
 
№ 年  代 資     料    名 № 年  代 資     料    名 
１ 明治２２年 松島湾内名区引直しの件 ９ 明治４５年 栗原郡宮澤村県債承諾書 
２ 明治４２年 松島公園経営綱領 10 大正２年 五大堂修理工事 
３ 明治４３年 日英博覧会における松島紹介 11 大正４年 松島公園経営報告 
４ 明治４３年 松島公園用地買収 12 大正６年 電気鉄道事業経営許可申請書 
５ 明治４４年 松島公園内ホテル及び巡航船経営に関する契約 13 大正２年 「パークホテル」命名申請 
６ 明治４４年 松島公園旅館建設予算 14 大正４年 パークホテル１階平面図，写真（昭和１０年）

７ ―――― 大正期の松島風景（松島湾，五大堂） 15 大正１４年 水族館土地使用願及び入場口設計図 
８ 明治４５年 松島観瀾亭貸借契約書 16 大正１４年 水族館事業計画書 
                                   

 
松島湾風景（大正期） 

 

 

県
政
広
報
展
示
室
資
料
展 

「「「公公公
文文文
書書書
かかか
ららら
みみみ
たたた   

観観観
光光光
地地地
・・・
松松松
島島島
ののの
成成成
立立立
」」」   

開
催
期
間 

平
成
十
八
年
五
月
十
五
日(

月)
 

 
 
  
  
 

～
六
月
二
十
三
日(

金)
 

開
催
場
所 

県
政
広
報
展
示
室 

 
 
 

（
県
庁 

行
政
庁
舎
18
階
）  

 
 

  
 

県
政
広
報
展
示
室
資
料
展
か
ら

公
文文
書書
かか
らら
みみ
たた
観観
光光
地

 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
、
松
島

湾
一
帯
の
国
有
地
を
、
県
が
公
園
用
地
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
翌
年
作
成
さ
れ
た
、
松
島
公
園
経
営
綱

領
に
基
づ
い
て
、
「
観
光
地
・
松
島
」
の
本

格
的
な
開
発
・
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

宮
城
県
に
お
け
る
観
光
事
業
の
先
駆
け

と
な
っ
た
松
島
。
そ
の
開
発
・
整
備
に
、
行

政
が
い
か
に
関
わ
っ
た
か
を
示
す
、
明
治
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
資
料
を
展

示
し
て
お
り
ま
す
。

地
・・
松松
島島
のの
成成
立立  



 

 

平
成
十
八
年
五
月
十
七
日
（
水
）
に
、
東

北
学
院
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
日
本
現
代

史
専
攻
の
三
・
四
年
生
九
名
が
、
ゼ
ミ
活
動

の
一
環
と
し
て
、
当
館
を
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。 

 

館
長
よ
り
、
概
要
説
明
を
行
っ
た
あ
と
の

質
疑
応
答
で
は
、
博
物
館
や
図
書
館
と
も
異

な
る
当
館
に
つ
い
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

様
々
な
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
概
要
説
明
・
質
疑
応
答
の
あ
と

に
、
施
設
内
を
案
内
し
ま
し
た
。
職
員
よ
り 

公公公
文文文
書

■
公
文
書
館
の
仕
事
■ 

 
書書
館館館
見見見
学学学   

 
 
 
 
 
 

    検索用パソコン（閲覧室） 

 
 
                              

                                  
                             資料の劣化を抑える中性紙製 
                                 保存箱   

閲
覧
室
の
利
用
方
法
や
公
文
書
の
保

存
・
取
扱
い
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
あ

と
に
、
利
用
者
の
方
は
普
段
立
ち
入
り
が

で
き
な
い
書
庫
を
案
内
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
、
実
際
に
資
料
を
目
の
前
に
し
て
、

た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

見
学
後
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
公
文

書
館
の
資
料
を
十
分
に
活
用
し
、
実
り
あ

る
卒
業
論
文
を
作
成
し
た
い
と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
当
館
に
と
っ
て
も

大
変
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
公
文
書
館
の
普
及
活
動

の
一
環
と
し
て
、
見
学
者
の
受
入
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
宮
城
県
公
文
書
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

松島パークホテルを訪れたオース

トラリア女学生一行（昭和 10 年） 

 

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
四
月
、

県
は
、
松
島
の
観
光
ホ
テ
ル
建
設
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。
予
算
は
四
万
円
、
場
所
は
現

在
の
松
島
公
園
中
心
部
で
す
。 

設
計
者
は
、
後
に
原
爆
ド
ー
ム
を
設
計
す

る
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
氏
。
三
層
の
塔
を
中
心
に

両
翼
を
広
げ
た
形
の
洋
風
建
築
で
す
が
、
和

風
の
外
観
が
、
松
島
の
風
景
に
よ
く
調
和
し

て
い
ま
し
た
。 

着
工
の
前
年
に
、
県
は
、
東
京
で
ホ
テ
ル

業
を
営
む
北
村
重
昌
氏
と
、
ホ
テ
ル
に
使
用

す
る
土
地
建
物
の
貸
借
契
約
を
結
ん
で
お

り
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
八
月
、「
松

島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

■
宮
城
県
の
一
口
知
識
■

―――
東
北
初
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
―

東東
北北
初初
のの
国国

そ
の
後
、
海
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
や
視
察

団
が
急
速
に
増
え
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
と
し

て
松
島
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
と
も
に
、

「
国
際
観
光
地
・
松
島
」
の
知
名
度
を
上
げ

る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
、
ア
メ
リ

カ
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
ま
す
が
、
昭
和
二
十

六
年
、
県
に
返
還
さ
れ
る
と
、
営
業
を
再
開

し
ま
し
た
。
戦
後
も
、
松
島
観
光
の
中
心
で

あ
り
続
け
、
昭
和
二
十
七
年
・
同
三
十
年
に

は
、
宮
城
県
を
訪
れ
た
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇

后
が
宿
泊
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
半
世
紀
が
過

ぎ
、
老
朽
化
が
問
題
と
な
る
中
、
昭
和
四
十

四
年
（
一
九
六
九
年
）
三
月
三
日
未
明
、
ボ

イ
ラ
ー
室
か
ら
の
出
火
に
よ
り
、
松
島
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
は
全
焼
し
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
県
が
、
博
物
館
と
し
て
の
保

存
を
検
討
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。 

際際
観観
光光
ホホ
テテ
ルル
――

松松松
島島島
パパパ
ーーー
ククク
ホホホ
テテテ
ルルル

 
「パークホテル」命名 

（大正２年５月） 



 

関
係
機
関
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
書
籍
の

一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

『
三
重
の
絵
図
・
地
図
』 

 
     

三
重
県 

 

『
青
森
県
史
叢
書 

下
北
の
仏
像
』 
青
森
県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

『
岡
山
県
立
記
録
史
料
館
紀
要 

第
１
号
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

岡
山
県
立
記
録
史
料
館 

 

『
図
録
集 

中
国
美
の
十
字
路
展
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
北
歴
史
博
物
館 

 

『
上
越
市
史
研
究
第
１
号
～
第
10
号
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
潟
県
上
越
市 

 

『
山
口
県
文
書
館
蔵
吉
田
松
陰
関
係
資
料
目

録
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
県
文
書
館 

 

『
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
古
文
書
目

録
』 独

立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

『
学
校
教
材
史
料
集
第
２
号
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
立
文
書
館 

   
   

寄寄寄
贈贈贈
図

  

図図
書書書
紹紹紹
介介介   

宮
城
県
公
文
書
館
で
は
、
明
治
以
降
の
県

庁
文
書
を
中
心
に
、
絵
図
面
や
行
政
資
料
を

体
系
的
に
収
集
・
整
理
し
、
保
存
し
て
い
ま

す
。 平

成
十
八
年
三
月
末
現
在
の
所
蔵
数
は
、

公
文
書
が
三
〇
、
三
六
七
冊
で
、
そ
の
内
三

十
年
を
経
過
し
た
閲
覧
対
象
の
も
の
が
二

三
、
〇
八
二
冊
、
絵
図
面
が
一
、
四
六
五
枚

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
行
政
資
料

も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
当
館
で
は
、
「
年
度
別
・
分
野
別

閲
覧
台
帳
」
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
「
公
文
書
館
資
料
検
索
シ
ス
テ

ム
」
を
二
階
閲
覧
室
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

『
足
元
か
ら
み
る
民
俗
（
14
）』 

 
 
 
 
 
 

仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

 

『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
23
号
』
国
立
公
文
書
館 

         
 
 
 
 
 

  

『
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
資
料
目
録
第
35

集 

写
真
』 

 
    

広
島
市
公
文
書
館 

 
 
 
 

 

所所所
蔵蔵蔵
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